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●
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ（
Ｇ

　

Ｐ
）投
票
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
や
企
業
等
の
Ｐ
Ｒ
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
う
お
祭
り
、ゆ

る
キ
ャ
ラ
Ｇ
Ｐ
に
「
安
曇
野
の
農
産
物
を

応
援
す
る
妖
精　

あ
づ
み
～
ず
」を
代
表

し
て
、「
新
芽
と
水
の
妖
精　

み
ず
ん
」が

今
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
（
金
）18
時
ま
で
、毎
日
1
回

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。皆
さ
ま
の
温

か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、全
国
各
地
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
花
と
緑
の
祭
典
「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
」が
、平
成
31
年
に
長
野
県
で
「
信
州
花

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
～
北
ア
ル
プ
ス
の
贈
り

も
の
～
」を
愛
称
と
し
て
開
催
さ
れ
る
の
に

と
も
な
い
、み
ず
ん
が
フ
ェ
ア
応
援
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
フ
レ
ン
ズ
」の
一

員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、み
ず
ん
は
、農
業
や
自
然
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

ホームページアドレス
http://

azumi-nou.com/

●年２回 半期毎の再生協の主なニュースなどを掲載します。（１０月・３月発行）

発行 安曇野市農業再生協議会事務局
（安曇野市農林部農政課内）
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販
売
促
進
事
業

　

問
い
合
わ
せ
…
電
話
71
‐
２
４
３
０

信州安曇野新そばと食の感謝祭
「極上の安曇野を味わう。」をキャッチコピーに、香り高き新そばがおろしたてのワ
サビで楽しめる今回の「信州安曇野新そばと食の感謝祭」。豊かな大地と清らかな水
で育った、米・リンゴ・野菜・地酒・おやき・スイーツなど「美味しい安曇野」が一堂に会
します。安曇野市内の様々な業種の方々や、学生・生徒の皆さん、友好都市の皆さんの
特産品販売への参加を通じて、地場産業の活性化を目的に開催されるイベントです。
　新そばはもちろん、旨いものブース・特産品販売ブースなどで安曇野の秋の味覚

を味わえます。たくさんの野菜やフルーツで飾った「豊穣宝船」が今年も会場に登
場します。まつりの２日目（最終日）には、船の野菜・果物等を配布しますので、
皆さまお誘い合わせの上、お越しください。
　日時　11月４日（土）・５日（日）　両日とも午前 10時～午後 4時まで
　場所　穂高神社特設会場（南・北神苑及びその周辺）
　なお、当日は会場周辺で混雑が予想されますので、シャトルバスの運行を予定し
ています。シャトルバスまたは、JR大糸線をご利用ください。

クーポンチケット販売について

13 2017年10月発行

第５回 農林業まつり

［ゆるキャラGP］
みずん
投票ページ

問 信州安曇野「新そばと食の感謝祭」実行委員会事務局　安曇野市商工会　TEL：0263-87-9750

　新そばと食の感謝祭・農林業まつりでは、開催期間中、会場の出店各ブースで使える 500 円クーポン３枚つづ
りのお食事・お買いものチケットを 1,500 円で販売します。
　このチケットには、会場内のスタンプラリー参加台紙がついており、３つのスタンプを集めると、安曇野の特
産品などがあたる抽選会に参加することができます。
　チケット販売は穂高神社特設会場の各入口で、開催当日の２日間、開催時間中に行いますので是非ご利用下さい。
　チケットの使い方は、新そばブースでは食券として、特産品ブースでは 500 円分の商品券としてご利用いただ
けます。さらに、11月中に安曇野市内各そば店で開催される新そばイベントで、参加そば店でお食事券１枚 500
円分としてご利用できますので、この機会に「信州安曇野・そばまっぷ」と共に手にとって、新そば三昧という
のはいかがでしょうか。
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り
、
来
年
度
も
助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
大
災
害
に
備
え
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
の

果
樹
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
制
度
・
加
入
に
つ
い
て

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野 

安
曇
野
支
所
72
‐
５
１
９
２
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て

近
年
、
安
曇
野
市
で
は
新
規
就
農
や
面
積
拡
大
に
よ
り

夏
秋
イ
チ
ゴ
の
生
産
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
の
集
荷
施
設
で
は
最
盛
期
の
集
荷
物
の

置
き
場
が
不
足
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、収
穫
し
た
夏
秋

イ
チ
ゴ
の
個
人
選
果
が
農
業
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、夏
秋
イ
チ
ゴ
の
更
な
る
生
産
拡
大
と
、今
後
の

集
出
荷
体
制
の
検
討
の
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
北
海
道
へ

夏
秋
イ
チ
ゴ
部
会
員
等
に
よ
る
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
生
産
者
の
ほ
場
を
見
学
し
、
栽
培
・
管
理
の
方

法
や
、
雪
の
多
い
北
海
道
で
の
積
雪
へ
の
対
策
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
選
果
機
を
導
入
し
て
い
る

法
人
で
は
、
選
果
機
の
運
用
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。

種
苗
会
社
の
ホ
ク
サ
ン
（
株
）
で
は
、
安
曇
野
市
の
生

産
者
が
提
供
を
受
け
て
い
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
品
種
「
す
ず
あ

か
ね
」
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
ひ

だ
か
東
の
共
同
選
果

施
設
を
見
学
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
共

同
選
果
の
現
状
に
つ

い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。
共
同
選
果
に
よ

る
労
力
軽
減
と
費
用
負
担

に
つ
い
て
は
安
曇
野
市
に

お
い
て
も
検
討
の
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
得
ら
れ

た
知
見
を
活
か
し
、
市
内

で
の
夏
秋
イ
チ
ゴ
生
産
の

現
状
に
合
っ
た
集
出
荷
体

制
を
検
討
し
、
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

生
産
振
興
事
業
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い
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せ
…
電
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２
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形状重量選別機

重量選別機

●
ひ
ょ
う
害
の
発
生
に
つ
い
て

5
月
31
日
、
三
郷
温
を
中
心
に
堀
金
三
田
工
業
団
地
付

近
ま
で
の
約
60 

ha
で
激
し
い
雷
雨
と
突
風
を
伴
う
降
ひ
ょ

う
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。
ひ
ょ
う
の
大
き
さ

は
米
粒
大
ほ
ど
で
、
日

本
な
し
や
リ
ン
ゴ
に
打

痕
や
裂
傷
な
ど
の
被
害

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
被

害
の
大
き
な
地
域
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
果
実

に
ひ
ょ
う
が
当
た
っ
た

ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

被
害
果
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
直
売
所

等
で
販
売
さ
れ
ま
す
の

で
、
被
害
農
家
の
支
援

に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
果
樹
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

ひ
ょ
う
害
を
は
じ
め
、
近
年
深
刻
な
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
果
樹
共
済
加
入

者
に
対
し
、
農
家
負
担
掛
金
等
の
1
／
3
を
助
成
し
て
お

収穫前のひょう害リンゴ 傷やへこみのできたリンゴ
（6/20 撮影）

葉っぱ受けをすることで葉が果実に被
らず収穫しやすい（生産者のほ場にて）

選果後に梱包された夏秋イチゴ
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●
農
作
業
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

長
野
県
内
で
は
、
昨
年
度
農
作
業
に
係
る
死
亡
事
故
が

18
件
と
、
統
計
開
始
以
降
最
多
に
並
ぶ
発
生
件
数
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
既
に
6
件
発
生
し
て
い
ま
す
。（
Ｈ
29
．

8
月
現
在
）
特
に
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
く
、
農
業
機

械
に
よ
る
事
故
の
ほ
か
、
刈
り
取
っ
た
下
草
等
を
焼
い
た

火
が
衣
服
に
燃
え
移
り
火
傷
を
し
た
事
故
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
家
庭
や
仲
間
同
士
で
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
安

全
に
作
業
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
を
し
て

下
さ
い
。

①
ト
ラ
ク
タ
ー
走
行
中
の
転
倒
・
転
落
防
止
。

　

乗
車
時
の
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
。

②
耕
う
ん
機
に
よ
る
バ
ッ
ク
時
の
後
方
確
認
。

③
草
刈
機
使
用
時
の
安
定
し
た
足
場
で
の
作
業
と
、
防
護

す
る
衣
服
、
防
護
メ
ガ
ネ
等
の
着
用
。

●
農
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い

最
近
、あ
ぜ
草
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
く
伸
び
た
草
が
、
道
路
の
幅
員
を
狭
く
し
て
い
た
り
、

水
路
に
入
っ
て
水
の
流
れ
を
悪
く
し
、
あ
ふ
れ
て
い
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
共
有
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

協
力
し
て
あ
ぜ
草
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
泥
は
、
通
行
者
の

迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
飛
散
に
よ
り
周
辺
環
境
や

周
辺
の
農
作
物
に
悪
影
響
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
散

布
は
、
無
風
か
風
が
弱
い
時
に
行
う
な
ど
天
候
や
時
間
帯

を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

わ
ら
等
の
焼
却
に
つ
い
て
も
、
周
辺
環
境
へ
配
慮
し
、

で
き
る
限
り
焼
却
は
せ
ず
、
堆
肥
化
、
敷
き
わ
ら
等
と
し

て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

安
曇
野
市
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
東

山
山
麓
で
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
害
、
西
山
山
麓
で
は
サ

ル
の
害
が
深
刻
な
状
況
で
、
近
年
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
平
成
28
年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
水
産
物
被
害
額
は
１
８
０
０
万
円
を
超
え
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
ぐ
る
み
で
設
置
す
る
獣
害
防
護
柵

へ
の
資
材
支
給
や
次
の
よ
う
な
個
々
の
農
家
が
講
じ
る
対

策
へ
の
支
援
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

安
曇
野
市
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
補
助
金

市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
市
内
に
お
い
て
農
林
水
産
物

を
栽
培
又
は
飼
養
す
る
者
で
、
野
生
鳥
獣
か
ら
農
林
水
産

物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
す
る
施
設
資
材
等
を

購
入
す
る
経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
侵
入
防
止
柵
（
電
気
柵
、
金
網
柵
及
び
ネ
ッ
ト
柵
）
の

設
置
に
係
る
資
材
購
入
費
の
補
助
は
補
助
率
1
／
2
以

内
で
限
度
額
10
万
円
。（
※
１
）

②
侵
入
防
止
装
置
（
電
子
防
鳥
機
、
大
型
回
転
体
に
よ
る

防
鳥
機
及
び
音
波
に
よ
る
鳥
獣
駆
逐
装
置
（
※
２
）
の

購
入
費
の
補
助
は
1
／
3
以
内
で
限
度
額
８
万
円
。 

※
１　

隣
接
し
た
複
数
の
耕
作
者
が
共
同
で
柵
を
設
置
す

る
場
合
は
、
柵
を
設
置
す
る
耕
作
者
に
当
該
限
度
額
を

乗
じ
た
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
２　

次
の
装
置
に
限
り
ま
す
。

電
子
防
鳥
機
（
バ
ー
ド
ガ
ー
ド
）

大
型
回
転
体
に
よ
る
防
鳥
機
（
ト
リ
エ
モ
ン
）

音
波
に
よ
る
鳥
獣
駆
逐
装
置
（
ガ
ド
リ
オ
ン
、
バ
リ
ア

ト
ー
ン
）

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
事
業
へ
の
支
援

実
施
集
落
へ
の
支
援
や
、
育
成

費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
の
維
持
管
理
費
用
と
し
て
、

管
理
者
へ
１
頭
年
間
３
万
６
千
円
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
支
援

安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
エ
ア
ガ
ン
購
入
費
補
助
金

農
業
を
自
ら
経
営
す
る
個
人
又
は
組
織
等
で
、
西
山

山
麓
地
帯
及
び
果
樹
地
帯
に
お
い
て
農
作
物
被
害
に
あ
っ

て
い
る
者
に
、
エ
ア
ガ
ン
購
入
費
の
1
／
3
以
内
で
上
限

１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

集
落
支
援
事
業
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‐
２
４
２
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モンキードッグ：ルイス
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●
平
成
30
年
度
長
野
県
農
業
大
学
校
入
学
生
募
集

長
野
県
農
業
大
学
校
（
長
野
市
松
代
）
で
は
、
平
成
30

年
度
入
学
生
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
学
科
（
コ
ー
ス
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
合
農
学
科
・
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
（
卒
業
後
す
ぐ
に

自
立
し
企
業
的
農
業
経
営
者
を
目
指
す
）

●
総
合
農
学
科
・
農
業
経
営
コ
ー
ス
（
作
物
・
畜
産
・
野

菜
・
花
き
・
果
樹
専
攻
）

●
実
科
及
び
研
究
科（
果
樹
・
野
菜
花
き
・
畜
産
・
南
信
農
業
）

願
書
の
受
付
期
間
・
試
験
日
・
合
格
発
表
日
は
、

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
長
野
県
農
業
大
学
校

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.nodai-nagano.ac.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
０
２
６
‐
２
７
８
‐
５
２
１

１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
野
ね
ず
み
一
斉
駆
除
に
つ
い
て

　
〈
誤
飲
防
止
に
ご
協
力
を
〉

市
と
Ｊ
Ａ
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
ご
と
に

野
ね
ず
み
一
斉
駆
除
を
行
い
ま
す
。
農
耕
地
や
あ
ぜ
の
ね

ず
み
の
穴
な
ど
に
薬
剤
を
仕
掛
け
ま
す
。
子
供
や
ペ
ッ
ト

が
誤
っ
て
口
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
誤
飲
防
止
に
ご

注
意
下
さ
い
。
な
お
、
薬
剤
の
申
込
み
は
各
地
域
営
農
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
災
害
情
報
は
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

１　

安
曇
野
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
【
安
曇
野
市
】

市
か
ら
防
災
情
報
等
を
配
信
し
ま
す
。
詳
し
く

は
次
の
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.azum

ino.nagano.jp/
soshiki/4/85.htm

l

直
接
登
録
す
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
へ
空
メ
ー
ル

を
送
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ipan@
info.city.azum

ino.nagano.jp

２　

チ
ェ
ッ
ク
！
な
が
の
県
農
業
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル【
長
野
県
】

県
か
ら
農
業
に
関
す
る
災
害
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/nogi/sangyo/

nogyo/gijutsu/m
ail_m

agazine.htm
l

新
米
が
収
穫
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
9
月

に
は
稲
穂
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。
毎
日
当
た
り
前
に
食
べ
て
い
る
お
米
も
、

生
産
者
の
方
の
思
い
を
考
え
る
と
、
と
て
も
心
が
あ

た
た
ま
り
ま
す
ね
。
一
粒
ず
つ
味
わ
い
な
が
ら
、
食

べ
た
い
も
の
で
す
。

先
日
私
が
読
ん
で
い
た
本
で
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
料
理
を
食
べ
て
健
康
な
生
活
を
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
の
本
で
は
、
白
米
よ
り
も
玄
米
を
食
べ
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
し
た
。
玄
米
は
、
白
米
よ
り

も
栄
養
価
が
高
い
た
め
で
す
。

こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
先
日
、
私
の
家
で
も
発
芽

玄
米
と
白
米
、
十
六
穀
米
を
合
わ
せ
て
食
べ
て
み
ま

し
た
が
、
白
米
の
み
で
食
べ
る
時
よ
り
も
旨
み
と
食

べ
ご
た
え
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
し
ゃ
く
回
数
も
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
食
べ
る
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
健
康
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
美
味
し
い
新
米
が
出
て
き
て
い
る

こ
の
機
会
に
、玄
米
も
併
せ
て
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
新
し
い
発
見
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
よ
。

お　

知　

ら　

せ

事
務
局
の
つ
ぶ
や
き

リンゴ長果 25（シナノリップ）は、長野県果
樹試験場で「千秋」に「シナノレッド」を交配
し育成した新品種です。
着色は良く、果肉は淡い黄色
で糖度 14 ～ 15％程度、酸度
は 0.4%程度甘酸適和で食味
良好な品種です。また、裂果・
サビ等障害が少なく、収穫は
「つがる」より 5日程度早い
ため、長野県の早生種として期待の品種です。
　本年は、市場流通せず検討会で使用し、販売
は来年からを予定しています。
※リンゴ長果 25 は、「シナノリップ」として
品種登録出願中です。（出願公表日平成 27
年 9月 16日）

農産物情報　長野県オリジナル品種
リンゴ長果25（シナノリップ）登場

使　

用

薬　

剤

予
備
日

予
定
日

ヤ
ソ
ヂ
オ
ン

12
月
3
日
㈰

平
成
29
年

12
月
2
日
㈯

三
郷

平
成
30
年
3
月
中
旬

明
科

メ
リ
ー
ネ
コ

り
ん
化
亜
鉛
１
％

豊
科

穂
高

堀
金


